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芦有道路奥池ハイランド南進入路交点～(奥池を経由)～芦有道路交点

5月1日号2003年
（平成15年）

奥池グリーンロード(全長2.51km)

人口と面積＜平成15年４月１日人口＞■住民基本台帳＋外国人登録　総数90,180／男41,734／女48,446／世帯数39,095■推計人口　総数88,372／男40,720／女47,652／世帯数36,775　＜面積＞18.57㎞2

　新緑のなか、ハイキングとイベントをお楽しみください。(雨天中止・小雨決行)
ハイキング　午前９時、旧山手幼稚園前(阪急芦屋川駅北側)出発→柿谷→ゴロゴロ岳→
　　　　　　奥池遊びの広場
山まつりイベント　午前11時～午後２時 　　先着2,000人に記念バッジ進呈
　会　場　奥池遊びの広場(駐車場あり)
　内　容　植樹(ヤブツバキ、ヤマモモ、ヤマザクラ等の苗)、健康体操、模擬岩のぼり、

南米民族音楽コンサート、チロルの風コンサート、お楽しみ抽選会、森づく
り体験、そま人大会、フリーマーケット(午前10時～午後２時)

　
平
成
二
年
に
、
市
制
五
十
周
年
・
詩
人
富
田
砕
花
生
誕
百
年
を
記
念
し
て
、
「
富
田

砕
花
賞
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
以
来
、
毎
年
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
応
募
が
あ
り
、
こ

の
賞
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
第
十
四
回
を
迎
え
る
本
年
も
、
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

対
　
　
象
　
平
成
十
四
年
七
月
〜
十
五
年
六
月
末
日
ま
で
に
発
行
さ
れ
た
詩
集

　
　
　
　
　
　(

翻
訳
、
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
、
復
刻
、
遺
稿
詩
集
等
は
除
く)

賞
・
賞
金
　
正
賞
・
賞
状
、
副
賞
・
五
十
万
円
　

応
募
方
法
　
詩
集
二
冊(

返
却
不
可)

を
七
月
三
十
一
日(

木)

〈
消
印
有
効
〉ま
で
に
「
富

田
砕
花
賞
」
事
務
局(

〒
６
５
９
―

８
５
０
１
　
精
道
町
七
―

六
　
芦
屋
市

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
内)

へ
郵
送

全
国
か
ら
詩
集
を
募
集
し
ま
す

問い合わせ　第42回あしや山まつり実行委員会(経済課内)　138-2033

第
14
回
　
富
田
砕
花
賞

問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課
　
1
#8
２
０
９
１

５月11日(日)

森づくり体験
　森林ボランティ
アの指導により、
間伐を実施し森づ
くりに挑戦。
定　員　先着40人

そま人大会出場者募集
　１チーム３人で、直径
約2 5 cmの間伐材を、の
こぎりで切り落としタイ
ムを競います。
定　員　先着６チーム

フリーマーケット出店者募集
内　容　洋服や日用雑貨(食品不可)
ブース　先着40ブース
広　さ　乗用車1.5台分程度
　　　　(車両乗り入れ可)
出店料　1,000円(返金不可)

◆
選
考
委
員
◆(

五
十
音
順)

　
伊
勢
田
史
郎
氏(

詩
人
・
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
・
神
戸
講
師)

　
大
野
新
氏(

詩
人
・
元
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
・
京
都
講
師)

　
杉
山
平
一
氏(

詩
人
・
帝
塚
山
学
院
大
学
名
誉
教
授)

　
安
水
稔
和
氏(

詩
人
・
神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学
教
授)

◆◇◆◇◆ 募 集 ◆◇◆◇◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆◇◆◇◆◇申し込みは５月８日(木)までに下記へ

第42回 あしや山まつり
～地域参加の森づくり～
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公民館 おしゃべり音楽会

ヴァイオリンとヴィオラとピアノの調べ

問い合わせ　公民館　135-0700
(〒659-0068 業平町8-24)

日　時　５月24日(土)午後１時30分～３時
会　場　市民センター音楽室　
出　演　北浦洋子(ヴァイオリン)、俣野ゆみ(ヴィオラ)、
　　　　藤井快哉(ピアノ)
内　容　カノン風ソナタNo２第１楽章／竹取物語ほか
費　用　300円
申し込み　往復はがきに参加者全員の氏名・住所・電話
　　　　　番号を記入し、５月10日(土)までに下記へ

障
害
者
福
祉
「
支
援
費
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

問
い
合
わ
せ
　
障
害
福
祉
課
　
1
#8
２
０
４
３
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
#8
２
１
７
８

　
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
、
利
用
者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
へ
と
移
行
し
、
一
層
の
向
上

を
図
る
た
め
、
「
支
援
費
制
度
」
が
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

①
必
ず
支
給
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ

　
い
。
障
害
福
祉
課
で
受
け
付
け
ま

　
す
。

②
訪
問
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
市
職
員
が
、
申
請
者
の
心
身
の
状

　
況
や
そ
の
ほ
か
勘
案
す
べ
き

　
事
項
の
聞
き
取
り
を
行
い
ま
す
。

③
支
給
決
定
を
し
ま
す
。

　
市
か
ら
本
人
に
通
知
し
、
支
給

が
決
定
さ
れ
た
か
た
に
は
受
給

者
証
を
渡
し
ま
す
。

 

◆
受
給
者
証
が
届
い
た
ら
◆

①
利
用
し
た
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
る
事
業
者
や
施
設
を
決

め
て
く
だ
さ
い
。

②
事
業
者
や
施
設
と
契
約
を
結
ん

で
く
だ
さ
い
。

③
契
約
内
容
に
そ
っ
て
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

④
月
ご
と
で
利
用
者
負
担
額
を
支

払
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

◆
利
用
者
負
担
額
の
認
定
に
つ
い
て
◆

　
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
時
に
施
設
ま
た

は
事
業
者
に
支
払
っ
て
い
た
だ
く
利
用
者

負
担
額
は
、
下
記
の
資
料
の
額
に
応
じ
、

各
所
得
階
層
区
分
ご
と
に
認
定
さ
れ
ま
す
。

利用区分 サービス

居宅支援

居宅支援

判定方法
○本人の前年の所得税額
○扶養義務者の前年の
所得税額等

○本人の前年収入から
必要経費を控除した額

○扶養義務者の前年の
所得税額等

○本人・扶養義務者の
前年の所得税額等の
合算額

身体障害者
知的障害者
(18歳以上)

障害児
(18歳未満)

　
負
担
額
は
、
著
し
く
増
大
し
な
い
よ
う

に
、
一
カ
月
に
支
払
う
上
限
額
が
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
利
用
者
負

担
額
が
支
援

費
の
基
準
額

に
満
た
な
い

場
合
は
、
そ

の
不
足
分
を

下
記
の
扶
養

義
務
者
に
負

担
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

※
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
は
、
必
ず
契

　
約
が
必
要
で
す
。
支
援
費
制
度
で

　
は
、
利
用
者
に
自
分
で
施
設
や
事

　
業
者
を
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
ト
ラ
ブ
ル
発
生

　
時
の
対
応
等
に
つ
い
て
十
分
説
明

　
を
受
け
、
契
約
時
に
は
必
ず
受
給

　
者
証
に
契
約
し
た
内
容
を
記
載
し
て
も

　
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
事
業
者
や
施
設
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス

　
内
容
の
重
要
な
項
目
は
、
「
重
要
事
項

　
説
明
書
」
に
具
体
的
に
記
載
さ
れ
て
い

　
ま
す
。
よ
く
聞
い
て
、
納
得
が
い
く
ま

　
で
説
明
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
障
害
福
祉
課
の
窓
口
に
業
者
一
覧
を
設

　
置
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
サ
ー
ビ
ス
を

　
利
用
さ
れ
て
い
る
か
た
に
は
最
新
の
一

　
覧
表
を
別
途
送
付
し
ま
す
。
兵
庫
県
の

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(http://w

eb.pref.

　hyogo.jp/)

に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
支
援
費
制
度
で
は
、
苦
情
に
つ
い
て
的

　
確
に
対
応
す
る
責
務
が
事
業
者
に
課
せ

　
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
か
し
い
な
？
と
思

　
っ
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
に
不
満
が
あ
る
時

　
は
、
遠
慮
な
く
事
業
者
に
申
し
立
て
く

　
だ
さ
い
。
ま
た
、
障
害
福
祉
課
の
窓
口

　
で
も
ご
相
談
を
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

◆利用するには◆

　地域での緑化を進めるために「緑化委員」を下記のかたにお願いし
ました。花や緑でわからないことがありましたら、ご相談ください。
　(緑化推進協力店：敬称略)

　　岩園町………イカリスーパー花店(132-7001)
　　東芦屋町……(有)サロンドブーケ芦屋(131-1357)
　　船戸町………パフィオDEニラク(132-0284)
　　公光町………花広(122-5480)
　　茶屋之町……ヨネダ園芸(132-2273)
　　大東町………フラワーショップ花輝(131-1680)
　　清水町………川口屋園芸(122-4092)
　　公光町………Green&Flower葵(138-2333)
　　西山町………(株)今里天晴園(122-1696)
　　津知町………植吉(122-5844)
　　岩園町………(株)松浦造園土木(131-6794)
　　春日町………(有)阪上撰樹園(122-0434)
　(市民代表：敬称略)

　　精道校区………稲見寿郎(132-8562)・沼口愛子(132-2259)　
　　宮川校区………中井忠(135-5622)・守屋玲子(134-2545)
　　打出浜校区……河野朱實(134-1670)・石野猛(122-8582)
　　山手校区………酒井保(132-3230)・荒川千咲子(135-0840)
　　岩園校区………和田智子(131-2353)・椛島功全(132-0590)
　　朝日ヶ丘校区…門脇俊照(134-0437)・明石有正(123-2451)
　　潮見校区………竹内恵子(122-7758)・小城朋子(131-8135)
　　浜風校区………林睦子(131-8980)・池内淳(132-3521)

施設支援

≪利用者負担額の判定資料≫

問い合わせ　都市整備公社みどりの課　138-2103

花と緑の相談はお近くの緑化委員へ

市税カレンダー

　納期限は原則各月の末日。末日が金融機関休業日の場
合は、翌営業日になります。納期内に納付してください。
　

問い合わせ　課税課管理担当　138-2015

＊注１…固定資産税・都市計画税は第３期のみ12月25日
　(木)が納期限です。
＊注２・３…３月15日(月)が期限です。
＊注４…翌月10日が納期限です。

【たばこ税(７月１日から適用)】

☆税率の引き上げ＜たばこ１箱(20本入り)当たり＞
　市たばこ税　　53.36円⇒ 59.54円
　県たばこ税　　17.36円⇒ 19.38円(参考)
　国たばこ税　　54.32円⇒ 62.52円(参考)
　　合計　　　　125.04円⇒141.44円(参考)

地方税法等の一部が改正されました

固定資産税・都市計画税……５月２日(金)
軽自動車税……………………５月１日(木)
個人市・県民税(特別徴収) …５月12日(月)
個人市・県民税(普通徴収) …６月６日(金)

納税通知書等の発送予定日

　都市計画課の窓口に設置された「都市計画窓口システム」で、芦屋
市内の用途地域、高度地区、建ぺい率、容積率等を調べることができ
ます。カラー印刷(資料代300円が必要)もすることができます。

窓口のパソコンで用途地域等を検索できます

問い合わせ　都市計画課　138-2073

問い合わせ　課税課管理担当　138-2015

【事業所税】

☆平成15年３月31日をもって、新増設に係る事業所
　税が廃止されました。

問い合わせ　課税課固定資産税担当　138-2017

問い合わせ　課税課管理担当　138-2015

【特別土地保有税】

☆平成15年度以降は、現在徴収猶予中のものを除き、新
たな課税はありません。

  月
５月

６月
７月
８月
10月
12月
１月

２月
３月

毎月
随時

　　　　　市　税
固定資産税・都市計画税(第１期)
軽自動車税
個人市・県民税(普通徴収)第１期
固定資産税・都市計画税(第２期)
個人市・県民税(普通徴収)第２期
個人市・県民税(普通徴収)第３期
固定資産税・都市計画税(第３期) *注１
個人市・県民税(普通徴収)第４期
【償却資産の申告】【給与支払報告書の提出】
固定資産税・都市計画税(第４期)
個人の事業所税 *注２
【個人市・県民税の申告】 *注３
個人市・県民税(特別徴収) *注４
法人の市民税／法人の事業所税

今年もやります「スイムクリニック」参加者募集！

問い合わせ　海浜公園プール　122-8861(浜風町30-1)

日　時　５月24日～６月21日の毎週土曜日、全５回
　　　　午後７時30分～８時30分　※詳細は下記へ
対　象　中学生以上のかた　　　費　用　5,250円
申し込み　５月１日(木)から、参加費5,250円を添えて海浜公園
　　　　　プール窓口で申し込みアンケートを記入(先着順)
※５月14日(水)までのキャンセルについては参加料を全額返金し
　ますが、15日(木)以降のキャンセルは返金しません。

　希望泳法を選び、ビデオでフォームをチェックした後、各自の
課題を練習し、再度フォームチェックします。スイスイかっこよ
く泳げるように、夏が来る前に、さあがんばりましょう！

５月は赤十字運動月間です

問い合わせ
地域福祉課　138-2113

　日本赤十字社は、災害救護活
動や国際救援活動など、人道的
な活動を続けています。これら
の活動は、皆さまから寄せられ
る温かい善意で支えられていま
す。５月は赤十字運動月間で
す。日本赤十字社の活動をご理
解の上、赤十字社員にご加入い
ただきますよう、お願いします。

≪支援費の対象となるサービス≫

区分

身体障害者

障害児

居宅サービス
居宅介護(ホームヘルプ等)
デイサービス
短期入所(ショートステイ)
居宅介護(ホームヘルプ等)
デイサービス
短期入所(ショートステイ)
地域生活援助(グループホーム)
居宅介護(ホームヘルプ等)
デイサービス
短期入所(ショートステイ)

施設サービス
 療護施設
 更生施設
 授産施設
 更生施設
 授産施設
 通勤寮

知的障害者

＜支援費制度に移行しないサービス＞
小規模通所作業所、緊急一時保護者、日常生活用具給付事業、
補装具交付事業、更生医療制度

利用者の年齢
が20歳以上

利用者の年齢
が20歳未満

支給決定の際に、同一世帯、
同一生計にある配偶者、子の
うち最多納税者

≪扶養義務者の範囲≫

支給決定の際に、同一世帯、
同一生計にある配偶者、父母
または子のうち最多納税者

◆ご注意ください◆
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問い合わせ　環境管理課　138-2051

こどもエコクラブに参加しよう 「あまごの放流」参加者募集
す

　川と親しみ、川とそこに棲む生きものを守り、芦
屋川の自然を残すため、あまごの稚魚を放流します。
ご家族でご参加ください。
日　時　５月11日(日)午前11時集合(雨天決行)

えんてい

集合場所　芦有ゲート下の奥山堰堤
(駐車場がありませんのでバスでお越しください)
持ち物　ながぐつ、昼食、タオル、バケツ、ごみ袋
(あまごはすくえません。網は持参しないでください)
申し込み　５月１日、２日、６日、７日の、午前９
　　　　　時～午後５時に電話で環境管理課へ

《ワレモノ注意！！

　「中山岩太－Modern Photography－刊行記念」》

■レクチャー「中山岩太と芦屋」

芦屋に住んだ中山岩太(1895-1949)とその背景について
語ります。＊当日直接会場へ(要観覧券)
日時／会場　５月18日(日)午後２時～／本館講義室
■ギャラリートーク「ワレモノ注意！！」

第一展示室を鑑賞しながら作品への理解を深めます
＊当日直接会場へ(要観覧券)
日時／会場　５月25日(日)午後２時～／本館講義室

《美術のかたち。予告編！ 夏のワークショップへ》

■ワークショップＡ「がらすごし」

日　時　５月18日(日)午後１時30分～３時30分
会　場　本館ホール　　費　用　100円
＊透明板を使って、風景や人物を描いてみよう！
＊当日直接会場へ(要観覧券)
■ワークショップＢ「絵のしくみ＿＿ガラス絵」

日　時　５月25日(日)午後１時30分～４時30分
会　場　本館ホール　　費　用　500円
対　象　中学生以上10人(応募多数の場合は抽選)
申し込み　往復はがきに住所・氏名・電話番号・年
齢・「絵のしくみ＿＿ガラス絵希望」と記入の上、
５月12日(月)＜必着＞までに、美術博物館へ
＊小出楢重を例に、実際に絵をつくっていくことを
　通しガラス絵の持つ魅力について考えていきます

講座＆ワークショップを開催

女性センターからのお知らせ

問い合わせ　美術博物館　138-5432
(〒659-0052 伊勢町12-25)

美術博物館 展覧会関連企画

◆日　時　いずれも午前10時～午後４時
　　講義…７月３・４・７・８日・８月20日
　　パソコン…７月９日～８月18日のうちの13日間
◆会　場　上宮川文化センター等(講義)
　　　　　女性センター(パソコン)
◆内　容(バージョンはいずれも2000)
　初級コース(ウィンドウズ、ワード、エクセルの
　　　　　　 基本操作)
　中級コース(ワード・エクセルの応用操作、アク
　　　　　　 セスの基本操作と応用)
◆定　員　各コース20人(応募多数の場合抽選)
◆費　用　無料(別途教材費・適性検査費あわせて約
　　　　　10,000円のみ自己負担)
◆応募資格　再就職を希望し、現在就職活動中で、
　　　　　　全日程出席できるかた
※就職しているかたや学生・新卒者・就職意志のな
　いかた、受付日からさかのぼって３年以内に県立
　男女共同参画センター(旧県立女性センター)主催
　の技術講習を受講したかたは申し込みできません
◆申し込み　５月29日(木)、30日(金)の午前10時～
　午後３時(正午～午後１時は除く)に、筆記用具・
　官製はがきを持参の上、申込者本人が女性センタ
　ーにお越しください。会場で申込用紙を記入して
　いただきます。※一時保育はありません

女性センターミニ展示
「武田千代恵
　オリジナルモラ作品展」
■日時　５月１日～29日
　　午前９時～午後５時
　　(土・日・祝日を除く)
■会場　女性センター

創作体験工房
モラ刺繍作品を作ってみませんか
■日時　５月22日(木)午後１時～３時
■会場　女性センター
■内容　モラ刺繍(パナマの民族手芸)作品
■費用　1,500円　　■定員　先着15人
■申し込み　はがき、電話、ファクス、Ｅメールで上記へ

シリーズ　「わたしと仕事」①

■日時　６月７日(土)午後２時～午後３時半
■講師　畦地美紀氏(歯科衛生士)
■定員　30人　　　■会場　女性センター
■一時保育　無料、２歳以上就学前幼児。先着８人
■申し込み　はがき、電話、ファクス、Ｅメールで上記へ

問い合わせ　女性センター　138-2023/FAX38-2175
(〒659-0092 大原町2-6 ラ・モール芦屋２階
Ｅメール：josei-ce@city.ashiya.hyogo.jp)

　
昨
年
の
十
月
二
十
日
。

に
ょ
に
ん
の

私
の
主
宰
す
る
「
女
人

ぶ
が
く

は
ら
し
ょ
う
か
い

舞
楽
・
原
笙
会
」
は
、

京
都
国
際
会
議
場
で
、

た
か
ま
ど
の
み
や

高
円
宮
さ

ま
ご
臨
席

の
国
際
会
議
開
会
式
に
舞
楽

を
頼
ま
れ
出
演
し
た
。
見
応

え
の
あ
る
舞
を
と
の
主
宰
側

の
要
望
に
、
海
外
公
演
で
も

げ
ん
じ
ょ
う
ら
く

人
気
の
あ
る
「
還
城
楽
・
四

人
舞
」
を
舞
っ
た
。
「
還
城

楽
」
は
も
と
も
と
、
恐
ろ
し

げ
な
赤
い
面
を
つ
け
、
銀
色

の
造
り
物
の
蛇
を
持
っ
て
独

り
で
舞
う
走
り
舞
で
あ
る
。
そ
れ
を
豪
華

な
装
束
が
四
着
そ
ろ
っ
た
の
を
機
会
に
、

蛇
の
代
わ
り
に
山
吹
の
造
花
を
持
ち
、
面

に
代
え
て
天
冠
を
額
に
つ
け
、
舞
の
手
振

り
は
一
手
も
変
え
ず
に
四
人

舞
に
組
み
立
て
た
。
こ
の
舞

は
、
平
成
十
一
年
十
月
十
一

日
、
第
一
回
東
京
公
演
を
開

催
し
た
と
き
に
も
、
小
柄
な

じ
ょ
う
ず

上
手
に
舞
わ
せ
て
好
評
を
博

し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の

時
、
雅
楽
に
ご
造
け
い
深
い

高
円
宮
さ
ま
が
、
思
い
が
け

ず
お
忍
び
で
お
出
か
け
く
だ

さ
り
、
「
独
り
で
も
難
し
い

そ
ろ

舞
な
の
に
四
人
が
よ
く
揃
っ
て
見
事
で
し

た
ね
」
と
褒
め
て
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
だ

け
で
も
望
外
の
喜
び
だ
っ
た
の
に
三
年
後

の
国
際
会
議
場
で
は
、
宮
さ
ま
は
私
に
会

い
た
い
と
仰
せ
ら
れ
、
舞
い
終
え
た
四
人

を
伴
い
控
え
室
で
再
会
で
き
た
。
そ
の
時
、

次
回
公
演
の
予
定
を
尋
ね
て
く
だ
さ
り
、

翌
年
の
十
一
月
に
大
阪
で
行
う
こ
と
を
お

伝
え
す
る
と
「
そ
の
こ
ろ
、
こ
ち
ら
に
公

務
が
あ
る
と
い
い
ね
」
と
妃
殿
下
に
微
笑

ま
れ
て
い
た
。
が
、
翌
十
一
月
二
十
一
日
、

宮
さ
ま
は
急
逝
さ
れ
た
。

　
こ
の
上
な
き
理
解
者
の
宮
さ
ま
と
の
お

別
れ
は
悲
し
か
っ
た
が
、
来
る
十
一
月
八

日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
阪
ホ
ー
ル
で
行
う
公
演
で

は
、
宮
さ
ま
の
お
席
を
用
意
し
て
、
二
時

間
半
の
大
公
演
の
最
後
を
こ
の
「
還
城
楽

・
四
人
舞
」
で
飾
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。

　

●
原
笙
子(

は
ら
・
し
ょ
う
こ)

氏

　
昭
和
八
年

生
ま
れ
。
六

歳
で
初
舞
台

こ
ち
ょ
う

「
胡
蝶
」
を

舞
う
。
少
女

期
を
大
連
で

過
ご
し
、
昭
和
二
十
二
年
、
京
都
に
引

き
揚
げ
。
昭
和
四
十
二
年
よ
り
芦
屋
市

在
住
。
昭
和
五
十
四
年
「
あ
し
や
舞
楽

会
」
発
足
。
地
震
の
前
年
ま
で
芦
屋
神

社
花
祭
に
奉
仕
。
昭
和
六
十
年
「
女
人

舞
楽
原
笙
会
」
発
足
、
主
宰
。
昭
和
四

十
九
年
、
京
都
伝
統
芸
能
功
労
者
賞
受
賞
。

平
成
三
年
、
芦
屋
市
市
民
文
化
賞
受
賞
。

自
主
公
演
、
公
開
講
座
を
重
ね
舞
楽
の

普
及
に
つ
と
め
る
。
海
外
招
待
公
演
多
数
。

著
作
に
『
不
良
少
女
と
よ
ば
れ
て
』

『
雅
楽
の
華
』
ほ
か
。

●建築基準法に係る手数料の改正
　芦屋市手数料条例を改正し、建築基準法に基づく、
道路の位置指定申請の手数料(１件につき50,000円)を
新たに設けました。また、建築基準法の改正に伴い、
許可等の手数料を一部改正し、合わせて７月１日から
施行します。
●ハートビル法の認定
　従来、兵庫県で行っていた「高齢者、身体障害者等
が円滑に利用できる特定建築物の建築の促進に関する
法律(通称ハートビル法)」の認定等の事務を、４月１
日から芦屋市で行っています。また、建築物に係る「福
祉のまちづくり条例(兵庫県条例)」の手続きも当課
で行っています。

●建築確認申請の事前相談
　建築物の新築や増築のときには、建築主事等に確認
申請書を提出し、その計画が建築基準関係規定に適合
しているかどうか確認を受けなければなりません。確
認申請書を提出される場合は、事前に「芦屋市住みよ
いまちづくり条例」に基づく事前協議届等の届け出手
続きを済ませていただくことが必要です。また、都市
計画法に基づく開発許可や宅地造成等規制法に基づく
許可等の手続きが必要な場合があります。手続きを円
滑に進めるため、芦屋市に確認申請書を提出される場
合は、これらの手続きの完了前でも確認申請に必要な
図書をお持ちいただければ、相談等を受け付けていま
す。お気軽にご相談ください。

気軽に
ご参加を

７
月
か
ら
　

し
の

高
円
宮
さ
ま
を
お
偲
び
し
て

舞
楽
指
導
者
・
原
　
笙
子

　　　　　＜再就職パソコン講座＞

　会員には、会員手帳、メンバーズバッ
ジのほか、隔月で発行しているこどもエ
コクラブニュースが無料で配られます
対　象　小・中学生の数人から30人程度
　　　　のグループと大人のサポーター
内　容　生き物調査、まちのエコチェッ　
　　　　クなど、環境に関する活動
　　　　こどもエコクラブニュースに掲　
　　　　載のプログラムの活動
申し込み　環境管理課にある登録用紙で

あ
し
や
温
泉
の
入
浴
料
を
改
定

　　　利用者の区分

　12歳以上65歳未満(市内)
　12歳以上(市外)
　65歳以上(市内)
　12歳以上の心身障害児(市内)
　６歳以上12歳未満(市内・市外)
＊６歳以上12歳未満の心身障害者(市内)
＊６歳未満(市内・市外)
＊６歳未満の心身障害児(市内)

　
七
月
一
日
か
ら
左
記
の
金
額
に
改
定
し
、

洗
髪
料
を
廃
止
し
ま
す
。

(

＊
印
の
入
浴
料
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん)

入浴料(円)

130
80
60
40

問い合わせ　建築指導課　138-2114建築指導課からのお知らせ

340

240

問い合わせ　環境管理課　138-2050

水道の修理は「芦屋市指定水道工事事業者」へ

 夜間（17：00～9：00）水道修理工事当番表【5月】

問い合わせ　水道部工務課維持担当　138-2083

●平日の昼間は水道部へ
　お尋ねください。
●土曜日・日曜日・祝日
　は市役所(131-2121)
　へお尋ねください。
●夜間の修理は右の業者
　が待機しています。

前忠工業（株）

(資）神明商会

中央水道工務所

原田商会

(有）大阪商会

越智商会

西岡設備工業所

31-8548

22-3565

22-3552

22-0706

32-6302

22-3708

22-6900

店　名 TEL 当番日

１、６、19、25、31

２、７、13、26

３、８、14、20

４、９、15、21、27

５、11、17、23、29

10、16、22、28

12、18、24、30

還城楽・四人舞　◯Ｃ 林　陽一�還城楽・四人舞　◯Ｃ 林　陽一�

元気になるメッセージ�

人�芦�屋�の�
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現
在
は
子
育
て
の
難
し
い
時
代
だ
と
よ

く
言
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
確
か
に

事
実
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。
で
は
ど
の
よ

う
に
難
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
で
「
甘

え
」
と
「
し
つ
け
」
と
い
う
二
つ
の
言
葉

か
ら
現
代
の
子
育
て
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

　　
「
甘
え
」
と
い
う
言
葉
は
、
「
い
つ
ま

で
も
甘
え
て
い
て
は
い
け
な
い
」
「
甘
や

か
し
て
は
い
け
な
い
」
な
ど
、
悪
い
意
味

あ
い
を
持
っ
て
使
わ
れ
る
こ
と
も
多
く
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
思
う
存
分
に
甘
え
、

甘
え
を
受
け
と
め
ら
れ
る
経
験
は
、
子
ど

も
に
「
自
分
は
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
の

だ
」
「
自
分
は
生
き
て
い
っ
て
大
丈
夫
な

の
だ
」
と
い
う
深
い
安
心
感
を
し
み
込
ま

せ
ま
す
。
い
つ
か
ど
こ
か
で
甘
え
る
経
験

を
し
て
お
く
こ
と
は
人
間
が
生
き
て
い
く

た
め
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
が
、
親
に
と
っ
て
、
甘
え
を
許

容
し
受
け
と
め
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
簡
単

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
現
在
そ

れ
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
「
子

育
て
が
難
し
い
」
と
言
わ
れ
る
一
つ
の
要

因
で
す
。
子
ど
も
の
甘
え
を
受
け
と
め
る

た
め
に
は
、
親
に
そ
れ
だ
け
の
心
の
ゆ
と

り
が
必
要
で
す
。
不
安
、
心
配
、
気
遣
い
、

不
満
な
ど
で
親
自
身
が
一
杯
い
っ
ぱ
い
の

状
態
で
は
、
子
ど
も
の
際
限
な
い
甘
え
が

負
担
に
な
り
、
「
い
ら
い
ら
」
、
「
む
か

む
か
」
と
い
っ
た
気
分
で
子
ど
も
に
接
し

て
し
ま
う
。
よ
く
あ
る
こ
と
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

みんなでささえる小さな命
みんなで育てる大きな未来　

問い合わせ　児童課　138-2045

内　容・特　色
児童全般、母子・父子相談

育児全般

教育、思春期相談
青少年に関する相談
一般教育相談
不登校に関する相談
虐待に関する悩み
24時間ホットライン

虐待に関する悩み
子ども自身の相談
子育て全般
24時間ホットライン
子育て全般

　
近
年
、
家
庭
に
お
け
る
児
童
虐
待
や
、

子
ど
も
た
ち
の
生
命
や
心
身
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
事
件
が
深
刻
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
方
、
少
子
化
の
急
速
な
進
行

は
年
金
・
雇
用
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
社

会
経
済
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　
今
、
わ
た
し
た
ち
大
人
に
と
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
が
生
き
生
き
と
育
つ
こ
と

が
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
緊
急
の
課
題
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
子
ど
も
を
一
人
の
市

民
と
し
て
位
置
付
け
、
大
人
で
あ
る
市

民
も
一
緒
に
子
育
て
支
援
を
考
え
て
い

く
こ
と
が
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
に
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
毎
年
五
月
五
日
か
ら
一
週
間
を
「
児

童
福
祉
週
間
」
と
定
め
、
国
を
は
じ
め
各

自
治
体
も
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
子
ど
も
の

置
か
れ
て
い
る
現
状
に
少
し
眼
を
向
け
て

く
だ
さ
い
。

　
賃
貸
住
宅
の
ト
ラ
ブ
ル
　
　

　
賃
貸
住
宅
に
関
す
る
相
談
が
多
く
、

特
に
次
の
よ
う
な
相
談
が
目
立
ち
ま
す
。

退
去
時
の
現
状
回
復
費

①
退
去
時
、
畳
や
フ
ス
マ
、
床
な
ど
の

　
修
理
代
を
請
求
さ
れ
た
。

②
結
露
で
窓
枠
に
黒
カ
ビ
が
発
生
。
除

　
去
費
用
を
請
求
さ
れ
た
。

　
現
状
回
復
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し

て
は
国
土
交
通
省
が
作
成
し
た
「
原
状

回
復
を
め
ぐ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基

づ
き
ま
す
。
経
年
劣
化
、
通
常
損
耗
部

分
の
回
復
費
は
す
で
に
家
賃
に
含
ま
れ

て
お
り
、
請
求
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
借
主

の
故
意
、
過
失
等
に
よ
る
損
耗
の
回
復
費
は
借
主
が
負

担
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

家
賃
の
増
減
に
つ
い
て
　

③
契
約
更
新
時
、
家
主
か
ら
一
方
的
に
家
賃
の
値
上
げ
を

　
言
わ
れ
た
。
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。

④
同
じ
建
物
で
同
じ
間
取
り
な
の
に
最
近
入
居
し
た
人
は

　
家
賃
が
安
い
。
同
額
に
値
下
げ
し
て
ほ
し
い
。

家
主
が
家
賃
を
値
上
げ
で
き
る
の
は
、
次
の
場
合
で
す
。

・
税
金
（
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
）
の
増
額

・
土
地
建
物
等
の
価
格
の
上
昇

・
近
隣
の
家
賃
と
比
べ
て
著
し
く
安
い

　
値
上
げ
理
由
や
額
に
納
得
で
き
な
い
場
合
は
、
取
り

あ
え
ず
今
ま
で
ど
お
り
の
家
賃
を
支
払
い
、
家
主
と
交

渉
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
家
主
が
家
賃
を
受
け
取
ら

な
い
場
合
は
法
務
局
に
供
託
し
て
お
き
ま
す
。

　
ま
た
最
近
家
賃
が
下
落
傾
向
に
あ
り
、
④
の
よ
う
な

相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。
家
賃
の
値
下
げ
は
家
主
と
の

交
渉
次
第
で
す
。
③
④
と
も
話
し
合
い
が
つ
か
な
け
れ

ば
、
裁
判
所
に
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こちら消費生活センターです
問い合わせ　経済課内　138-2034

い
っ
た
具
合
に
、
順
繰
り
に
も
た
れ
合
う

こ
と
で
、
も
た
れ
ら
れ
た
方
が
つ
ぶ
れ
ず

に
す
み
ま
す
。
過
去
に
十
分
甘
え
た
体
験

の
あ
る
人
は
、
そ
れ
が
財
産
に
な
っ
て
、

他
の
人
の
甘
え
を
受
け
と
め
る
余
力
が
あ

り
ま
す
。
自
分
が
し
ん
ど
い
と
き
に
は
、

余
力
の
あ
る
人
に
頼
る
こ
と
、
余
力
の
あ

る
人
が
い
な
い
場
合
は
、
同
じ
立
場
の
人

と
一
緒
に
抱
え
る
こ
と
、
こ
れ
が
こ
つ
で

す
。

　
次
に
、
し
つ
け
の
難
し
さ

も
、
現
在
子
育
て
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
要
因
で
す
。
し

つ
け
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い

の
で
、
子
ど
も
が
思
う
よ
う

に
言
う
こ
と
を
聞
い
て
く
れ

ず
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
「
い

ら
い
ら
」
が
募
り
ま
す
。

　
し
つ
け
は
、
子
ど
も
の
欲
求
を
我
慢
さ

せ
な
い
と
い
け
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
必

ず
緊
張
を
伴
う
も
の
で
す
。
と
き
に
は
正

面
か
ら
、
ぶ
つ
か
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
で
す
が
、
親
に
「
こ
う
あ
ら
ね
ば
な

ら
な
い
」
と
い
う
一
貫
し
た
基
準
が
あ
っ

て
、
粘
り
強
く
子
ど
も
に
教
え
て
い
け
ば
、

い
ず
れ
子
ど
も
は
親
の
伝
え
る
内
容
を
身

に
つ
け
て
い
き
ま
す
。
た
と
え
ば
食
事
の

マ
ナ
ー
、
服
の
脱
ぎ
着
、
排
便
の
習
慣
な

ど
、
一
度
身
に
つ
い
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ

が
当
た
り
前
に
な
り
、
違
う
こ
と
を
す
れ

ば
子
ど
も
自
身
も
居
心
地
が
悪
く
な
り
ま

す
。

　
子
ど
も
を
し
つ
け
る
基
準
は
、
も
と
も

と
社
会
全
体
や
、
家
族
全
体
で
共
有
し
て

い
た
も
の
で
、
親
個
人
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て

い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
は
、

親
だ
け
か
ら
し
つ
け
を
受
け
る
の
で
は
な

く
、
近
隣
や
親
戚
の
お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ

ん
か
ら
も
折
に
触
れ
て
叱
ら
れ
、
教
え
ら

れ
て
、
次
第
に
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
お
お
む
ね
共
通
し

た
基
準
が
あ
っ
て
、
子
ど
も
が
混
乱
す
る

こ
と
は
少
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
う
し
た

　　兵庫県が募集した「ひょうご健康夫婦大賞」に三条町の五味政夫氏(93
歳)・まさゑ氏(87歳)ご夫妻が選ばれ、３月13日に自宅で兵庫県芦屋健康福
祉事務所長から書状と立杭焼き夫婦茶碗が
授与されました。
　政夫氏は健康維持のため、長年、入浴後
に背中をたわしでこすり、市内ではできる
だけ歩くことを心がけておられます。また、
三条町老人クラブの会長を務め、老人クラ
ブの中心となってご活躍されています。
　まさゑ氏は毎朝５時頃起床し、１時間程
度自宅周辺を散歩することを長年続けておられます。また、15年前から、川
柳を始め、現在は老人クラブ連合会広報誌に投稿されています。平日の午後
は毎日「三条老人憩の家」に通い、仲間と会話をはずませておられます。
　

問い合わせ　道路課　138-2063

ルナ名画劇場「たそがれ清兵衛」

日　時　６月７日(土)①午前10時②午後１時
　　　　③午後４時④午後７時(上映時間130分)
会　場　ルナ・ホール
内　容　原作は藤沢周平。山田洋次監督が構想10年、初めて挑んだ時代劇
出　演　真田広之、宮沢りえ、丹波哲郎、岸惠子ほか
料　金　一般：前売り1,000円、当日1,500円　60歳以上・障害のあるかた：
　　　　前売り900円、当日1,000円　小学生から高校生800円(当日券のみ)
　　　　※この記事持参者は、当日一般1,100円で鑑賞できます
　　　　※満員の場合は入場を制限させていただく場合があります
チケット発売所　モンテメール大蓄、市役所売店、文化振興財団事務所

平成15年度児童福祉週間に寄せて

　児童の権利に関する条約って知ってますか？
　世界には、戦争や災害などで、家族を失い、飢えや貧しさに
苦しんでいる子どもたちが大勢います｡また、暴力や虐待、体
罰、いじめなどで人権を侵害されている子どもたちも少なくあ
りません｡
　そこで、「子どもはみん
なかけがえのない人間だか
ら大切にしよう」と世界中
の大人が約束事を決めたの
が、この条約です｡
　子どもに対する保護と援
助を促進することを目指し
て1989年国際連合の総会で
成立し、日本でも1994年５
月から効力が発生しました。
　この条約は18歳未満の全ての子どもを対象とし、前文と54
条の条文からなります｡
　簡単にまとめると、下記のようなことを実現するため、大人
は努力します｡
・すべての子どもを大切にし、子どもに一番良いことを考えま
　す｡
・どの子も幸せに暮らせるようにします。
・どの子にも自由があります｡
・子どものすばらしい未来をつくります｡
詳しい内容について、興味があれば一度読んでみてください
お薦めの本：『ぼくらの権利条約』喜多明人　エイデル研究所
　　　　　　『子どもによる子どものための子どもの権利条約』
　　　　　　　小口尚子、福岡鮎美　小学館　
　　　　　　　ほか多数あり

1955年生まれ。　甲南大学
文学部人間科学科教授
京都大学大学院教育学研究
科博士後期課程修了　
博士(教育学)兵庫県児童虐待
防止専門家会議座長
著書等『トラウマ映画の心
理学』『トラウマの表象と
主体』ほか

　主任児童委員とは、民生児童委員協議会の中
で児童の問題を専門として関わる、地域におけ
る児童福祉の担い手です。住民の日常的な相
談、援助、情報提供を的確に行うとともに、そ
の専門性を生かし、行政や関係機関とのパイプ
役になっています。子どもに関することは何でも気軽にご相談ください。個人のプライバ
シーは守られます。

　担当地区 氏　名 電話番号
精道中学校区 岩本美樹子 34-4698
山手中学校区 極楽地英子 23-2855
潮見中学校区 半田孝代　 23-1746

　市が行っている仕事で、市民の皆さんが分からないこ
とや、お聞きになりたいこと、暮らしに役立つ話しや実
技などについて、市内在住・在勤・在学者で構成する20
人以上の団体やグループの要請があれば、市職員が講師
となって皆さんのところへ出向いて説明します。48のメ
ニューから選んでください。
開催時間　午前９時から午後９時までの間で、90分以内
会　　場　学習会主催者が市内に確保してください
申し込み　講座開催予定日の１カ月前までに、生涯学習課へ申請
＊業務の都合により開催日時などのご希望に添えない場合もあります。

問い合わせ　生涯学習課　138-2091

き

　憲法週間にちなみ人権相談所を開設します。いじめ・いやがらせ、名誉毀
そん

損、信用問題等でお困りのかたはどなたでもお気軽にお越しください。秘密
は厳守します。
日　時　５月６日(火)午後１時～４時
会　場　市役所・北館２階会議室(２)
相談員　人権擁護委員
 ※毎月、第２・第４火曜日の午後は「人権相談所」を開設しています。

　
心
の
負
担
と
い
う
の
は
不
思
議
な
も
の

で
、
一
つ
の
荷
物
を
一
人
で
抱
え
る
よ
り

も
、
二
つ
の
荷
物
を
二
人
で
抱
え
る
方
が

楽
で
す
。
励
ま
し
合
っ
て
、
力
を
合
わ
せ

る
と
、
一
人
の
と
き
よ
り
楽
に
力
が
出
る

か
ら
で
す
。
ま
た
、
荷
物
に
は
け
っ
こ
う

同
じ
も
の
が
あ
る
の
で
、
二
つ
と
思
っ
て

い
た
も
の
が
、
案
外
二
人
で
一
つ
だ
っ
た

り
し
ま
す
。

　　
で
は
、
親
が
ゆ
と
り
を
持
つ
た
め
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
は
、

親
自
身
が
「
い
ら
い
ら
」
「
む
か
む
か
」

を
誰
か
に
聞
い
て
も
ら
え
た
り
、
分
か
ち

合
え
た
り
す
る
場
が
必
要
で
す
。
こ
れ
は

結
局
、
親
自
身
が
甘
え
る
こ
と
の
で
き
る

場
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
甘
え
は
、

親
亀
の
上
に
小
亀
、
小
亀
の
上
に
孫
亀
と

一
貫
し
た
基
準
を
持
つ
こ
と
が
難
し
く
な

っ
た
こ
と
が
、
現
代
の
子
育
て
を
難
し
く

し
て
い
ま
す
。

　
今
必
要
な
の
は
、
一
方
で
、
社
会
が
共

有
す
る
し
つ
け
の
基
準
を
も
う
一
度
作
り

な
お
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
そ
れ
と
並
行

し
て
、
多
様
化
し
た
子
ど
も
一
人
ひ
と
り

の
実
情
に
合
わ
せ
て
、
そ
の
子
ど
も
な
り

の
我
慢
の
仕
方
を
教
え
て
い
く
き
め
細
や

か
な
対
応
が
必
要
で
す
。
い
ず
れ
も
、
親

個
人
に
そ
の
責
任
を
負
わ
せ
る
だ
け
で
は

果
た
せ
な
い
課
題
で
す
。

　　
「
甘
え
」
と
「
し
つ
け
」
が
難
し
い
の

が
現
在
の
子
育
て
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
社

会
全
体
の
変
化
が
影
響
し
て
い
ま
す
。
ど

ち
ら
も
親
だ
け
が
抱
え
込
ま
ず
、
親
だ
け

に
抱
え
込
ま
せ
ず
、
社
会
全
体
が
子
ど
も

の
「
甘
え
」
を
受
け
と
め
、
「
し
つ
け
」

を
行
な
っ
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現

在
、
さ
ま
ざ
ま
の
子
育
て
支
援
の
試
み
が

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
甘
え
に
つ
い
て
も

し
つ
け
に
つ
い
て
も
、
親
が
重
荷
を
下
ろ

す
こ
と
の
で
き
る
機
会
を
提
供
す
る
試
み

で
す
。
保
育
所
、
幼
稚
園
、
学
校
か
ら
、

そ
の
他
の
子
育
て
支
援
の
活
動
ま
で
、
利

用
で
き
る
も
の
は
す
べ
て
利
用
し
、
同
じ

苦
労
を
し
て
い
る
親
ど
う
し
で
支
え
合
っ

て
育
て
て
い
く
の
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。

子
育
て
は
そ
も
そ
も
一
人
や
家
族
で
抱
え

込
ん
で
で
き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。

　
子
育
て
を
楽
に
す
る
こ
と
が
今
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
子
ど
も
が
育
っ

て
い
く
社
会
を
作
る
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の

私
た
ち
の
課
題
で
す
。

芦屋市生涯学習出前講座

五味政夫氏・まさゑ氏 ご夫妻

問い合わせ　生活環境部人権推進担当　138-2055

平成14年度「ひょうご健康夫婦大賞」に

５月１日～７日は憲法週間 特設人権相談所の開設

問い合わせ　高年福祉課　138-2044

講座の出前します

児童の権利に関する条約
(子どもさんも読んでみてください）

ー夕暮れどきの交通事故防止ー

死者
３人
２人
＋１人

傷者
716人
682人
＋34人

人身事故
571件
556件
＋15件

5月11日～20日 春の全国交通安全運動

　市内における交通事故発生件数は増加していま
す。この運動をとおして市民一人ひとりが交通安
全意識の向上を図り、道路を利用するみんなに思

いやりのあ
る行動を習
慣づけまし
ょう。

問い合わせ　文化振興財団　131-4962

　日本アカデミー賞12部門ほか多数の映画賞を独
占した話題の映画がルナ・ホールに登場！

◇ご存知ですか？あなたの身近な主任児童委員◇

森茂起(もり・しげゆき)氏

現
代
の
子
育
て

 すくすく
 アドバイザー

◇ひとりで悩まないで～相談機関の紹介～◇

公
立
保
育
所

「
甘
え
」
の
大
切
さ

ゆ
と
り
を
持
つ
工
夫

社
会
が
育
て
る
子
ど
も

「しつけ」の難しさ

し
つ
け
の
見
直
し

国

市
関
係

県
関
係

施
設

ファミリー・サポート・センター会員募集

依頼会員説明会
日　時　５月23日(金)午後７時～　
　　　　24日(土)午後１時30分～　
　　　　26日(月)午前10時～
＊いずれか１日に出席してください
対　象　生後６カ月から小学校３
　　　　年生までの子どもを預か
　　　　ってほしいかた

問い合わせ　ファミリー・サポート・センター　125-0521

協力会員募集講座
―あなたの力を子育てに―

日　時　５月14日～16日、
　　　　午後１時～４時
対　象　市内、近隣市在住。育児
　　　　を支援したいかた。年齢
　　　　性別不問
内　容　発育と健康管理、栄養と
　　　　食生活、遊び

　育児援助を受けたいかたと、協力したいかたのファミリー・サポート・
センター(社会福祉協議会内)に登録するための講座と説明会です。

乳幼児の子育て全般

西宮こどもセンター

フリーダイヤル

乳幼児の子育て全般

区分
平成14年
平成13年
増減

いずれも、会場と申し込み先は下記です

あしやＮＯＷ(＊)　フォーカス芦屋「支援費制度」
リピート９ｃｈ　(芦屋市民企画番組【再放送】)

　　　　　　　  「ＬＥＴ’Ｓ　ＧＯ　ＴＯ　ＴＨＥ　ＺＯＯ」
広報とりっきり(＊) 「国際ファンラン」「狂犬病予防注射」

「芦屋さくらまつり」

芦屋リポート(＊) 「市民の相談窓口」
お知らせ文字放送 「救急当番医」「芦屋市の相談窓口」
西宮ライブラリー ふるさと昔話「－西宮港の恩人－当舎屋金兵衛」
ニッポンみたまま(30分番組) 「大豆パワーは元気の源」

9ch
広�
報�

番�
組�
ガ�
イ�
ド�

レ�
ビ�
テ�

　5／1　（６:00～）～５／14　（～24:00）

１
時
間
目

２
時
間
目

開始時刻

00
20

40

00
15
20
30

■放送時間　６：00～24：00(上記の順に６時から２時間サイクルで９回繰り返し放送します)
■(＊)印の番組はビデオの貸出可
■広報チャンネル９ｃｈの番組に関する問い合わせ　広報課　138-2006
■ＣＡＴＶ全般に関する問い合わせ　㈱ケーブルネット神戸芦屋(Ｊ－ＣＯＭ神戸・芦屋) 70120-13-8160

①  6:00

②  8:00

③10:00

④12:00

⑤14:00

⑥16:00

⑦18:00

⑧20:00

⑨22:00

　  連絡先
38-2045
31-0335
22-5725
32-0510
22-0089
32-0410
34-0715
31-7788
31-3338
31-1586
31-8006
31-0611
23-5998
31-8229
38-7130
23-8567
0798-71-4670
0798-74-9119
0120-783-111
0120-786-109
0798-26-0061
078-393-0118
0798-44-4150
0798-45-5535
06-6491-1811

　　　機　　　関
 児童課
　　 岩園保育所
　　 打出保育所
　　 精道保育所
　　 大東保育所
　　 新浜保育所
　　 緑保育所
　　　　　　  さくら保育所
　　　　　　  こばと保育所
保健センター
子育て　子育センター
相談　　子育ホットライン
　　カウンセリングセンター
　　愛護センター
　　打出教育文化センター
　　適応教室

兵庫っ子悩み電話相談
ヤングトーク
神戸地方法務局西宮支局
子どもの人権110番
ほっと電話相談(三光塾)
ハッピートーク(三光塾)
こども家庭支援センター

教
育
相
談

芦屋市の人権

シンボルマーク

◇児童虐待防止ネットワーク◇
　児童虐待の背景には少子化、核家族化、地域との関
わりの希薄化があります｡
　このような状況で家庭が孤立しないように、困難を
抱え込まないように、地域社会づくりや子育て支援を
進めていくことが必要です。
　市では児童虐待防止ネットワーク会議(通称アス
ターネット)を４月１日からスタートさせ、早期発
見・早期対応に努めています。
　地域の中では通報をためらう場合がありますが、医
学的・社会的・心理的な側面から専門的な援助をして
いくために、ひとりで抱え込まずに見たこと、聞いた
ことをそのまま通報してください｡

　＜虐待の疑いがあれば…＞

通報(秘密は厳守されます)

芦屋警察、保健所　その他

→

　通報されたかたの氏名や内容については、秘密は厳守され、そのことで責任を問われる
ことはありません。

→ →

地域住民 関係機関

芦屋市児童課(事務局)

ネットワーク会議

→

個別援助

　若いお母さん・お父さんへ。子育てには知識やノウハウが必要です。地域全体で子育て
に協力します。主任児童委員・民生児童委員が何でも話を聞いてくれます。

　　名　　　称 場　　　　　　所 開設曜日
あい・あいるーむ１ 児童センター　　　　　 第１水曜
あい・あいるーむ２ 旧山手幼稚園　　　　　 第２水曜
あい・あいるーむ３ 体育館・青少年センター 第３水曜

子育て中、少し息抜きしたい時
６月から　子育て支援

「あい・あいるーむ」を開設

　ひとりで悩ま
ないで、身近な
場所にお越しく
ださい。

開設時間

午前10時～

  11時30分

市内の交通事故発生状況

救急救命講習



●職員の募集
�看護師(昭和49年４月２日以降に出生の
免許取得者)・助産師(昭和42年４月２日以
降に出生の免許取得者)、16人程度　�試
験日・５月26日(月)　�５月６日～22日
�臨時予備調理員(45歳くらいまでのかた)、
日給6,550円～7,350円(別途待機手当あり)、
１人　�総務課管理担当

●芦屋病院健康教室「白内障あれこれ」
�＆�①「白内障と視力」中原富士子眼科
医療技師②「眼科検査と白内障基礎知識」
渡辺久眼科医員③「白内障手術の実際と合
併症」岩崎嘉秀眼科部長　�５月14日(水)
13時30分～15時　�芦屋病院外来棟５階外
科側(東側)ロビー　�総務課管理担当

●糖尿病教室「食品の選び方と組み合わせ」
　～外食など～
�５月９日(金)13時30分～15時　�芦屋病
院南病棟１階講義室　�溝畑秀隆管理栄養
士、澤田かおる管理栄養士　�栄養科

●院内コンサート
�５月４日(日)14時30分～15時30分　�芦
屋病院外来棟５階ホール　�歌劇カルメン
からアリア、日本歌曲ほか　�井原直子
(アルト)、保坂博光(テノール)、金澤佳代
子(ピアノ)　�総務課管理担当

●小児マヒ(ポリオ)ワクチンの服用
�①５月12日(月)②20日(火)③28日(水)、
いずれも13時30分～14時30分　�保健セン
ター　�満３カ月から７歳６カ月未満で、
今まで２回の服用が済んでいない小児。Ｂ
ＣＧ・はしか・おたふくかぜ・水ぼうそう
の予防接種後４週間以内など服用できない
場合もあります

●プレおや教室～もく浴クラス～
�５月17日(土)９時30分～11時30分　�保
健センター　�赤ちゃんのお風呂の入れ方、
父親としてできること　	母子健康手帳、
テキスト　
前期未受講のかたのみテキスト
代200円　�20組(要予約)　�保健センター

●健康講座～乳がんについて～
�５月23日(金)13時30分～15時30分　�保
健センター　�①講義「乳腺疾患につい
て」永松クリニック・永松馨介氏②実習
「乳がんの自己検診法」保健師　	バスタ
オル・健康手帳　�20人　�保健センター

●こどものアレルギー教室
�５月29日(木)14時～16時　�保健センタ
ー　�「アレルギーの基礎知識」　�尼崎
医療生協病院　小児科部長・冨永弘久氏　
�30人(予約制)、先着15人のみ託児あり　
�保健センター

芦　屋　病　院
131-2156

保 健 セ ン タ ー
131-1586

●プレおや教室(母親学級)前期クラス
�＆�①６月４日(水)13時30分～15時30分
「妊娠中の気持ちを話し合おう(自己紹介)」
「簡単にできる妊婦体操(運動のできる服装
で)」「妊娠中起こりやすい異常とその予
防」②６月18日(水)９時30分～12時「調理実
習と栄養士の食事診断～塩分を控えた貧血予
防の食事づくり」③６月25日(水)13時30分～
15時30分「健康な歯の母と子になる歯科検診
と個別相談」　�保健センター(調理実習は
市民センター別館２階料理室)　
1,000円
(テキスト代、材料費)　�25人(予約制)

●たばこ対策について
　５月１日より「健康増進法」が施行され
ます。このため、受動喫煙(室内やこれに
準ずる環境において、他人のたばこの煙を
吸わされること)を防止するための対策を
強化していく必要があります。市役所、学
校、体育館、病院、集会所、事務所、飲食
店、その他多数の人が利用する施設を管理
するかたは、受動喫煙を防止するために必
要な措置を講ずるよう、お願いします。

●個別健康教育～喫煙～
　５月31日は世界禁煙デーです。今年も喫
煙が及ぼす健康への影響についての知識の
普及を目的に「禁煙支援プログラム」にそ
って個別健康教育を実施します。　
�呼気CO濃度検査等　�５月30日(金)13
時30分～15時30分　�＆�保健センター

●精神障害者保健福祉手帳(１級)を
　お持ちのかたへ
　手帳(１級)をお持ちのかたで、医療機関へ
の通院に自動車が不可欠な手段となってい
るかたについて、その自動車税・自動車取
得税が減免されます。減免希望のかたは、
当所へ申請してください。

●重症急性呼吸器症候群(SARS)について
　WHOでは北京・広東省・香港地域等に
おいて、SARSの伝播を確認しています。
これらの地域から帰国後、38度以上の急な
発熱や咳症状のあるかたは、医療機関に連
絡の上、マスクをして受診してください。
　また、当所ではSARSについての健康相
談を実施しています。ご利用ください。

●いずみ会リーダー養成講座
�食生活改善を中心に家庭から地域への健
康づくりリーダー養成　�５月20日(火)～
１月(月２回程度)９時30分～12時30分　

1,200円(テキスト代、調理実習材料費別)
�先着30人　�はがき・ファクス。５月12
日(月)＜必着＞で、「いずみ会リーダー養
成講座」係(〒659-0065　公光町1-23)へ

その他不燃ごみ
カン
ビン・ペットボトル
カン
その他不燃ごみ

芦屋健康福祉事務所
132-0707 FAX38-1340

＊町ごとに決められた曜日に出してください

×印は非回収日日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

5月不燃ごみ　収集カレンダー
環境サービス課　122-2155

内　　　容 日　　時 対象・経費・その他
ツベルクリン反応検査
ツ反判定・BCG接種

妊婦お産の相談室（予約制）

新生児訪問指導

育児相談（無料）

なかよし育児教室（予約制）

4カ月児健康診査（無料）

1歳児健康診査（無料）

助産師による相談（無料）

出生連絡票返送者

主に乳児、母子健康手帳持参  身体計測  子育て相談

6～7カ月児  母子健康手帳持参（無料）

H15.1.1～15生まれ
H15.1.16～31生まれ

H14.5月生まれ

保健センター 　131-1586　阪神芦屋駅から北へ200m

19日　13：30～15：30

随時

委託医療機関で実施

今月はありません

15日　9：30～10：30

26日　9：45～11：30

6・27日  13：15～14：00
場所：芦屋健康福祉事務所

1歳6カ月児健康診査（無料） H13.11.1～15生まれ
H13.11.16～30生まれ

8・22日  13：15～14：00
場所：保健センター

3歳児健康診査（無料） H12.1月生まれ1日　13：15～14：00
場所：芦屋健康福祉事務所

アレルギー相談（予約制） アトピー性皮膚炎、喘息等の相談12日　9：30～11：00

アレルギー健診（予約制） 小児を対象に医師による健診16日　13：00～14：00

在宅ねたきり予防訪問指導 在宅で40歳以上の療養者（無料）

在宅ねたきり者歯科訪問指導 在宅で60歳以上の寝たきり、準ずるかた（無料）

随時、保健センター
にお申し込みください

市民健診
（肺がん検診40歳以上）

16歳以上→胸部X線・血圧・検尿（無料）
40歳以上→前記の他 心電図・血液検査（400
円）・歯科検診　妊婦→血液検査（予約制）

肝炎ウイルス検診 40・45・50・55・60・65・70歳のかた（1000円）

健康チェック（予約制） 35歳以上（生活習慣予防11項目5500円）7月分予約受付中　9：15～

骨粗しょう症検診
（予約制） 20歳以上（1000円）　超音波法5月分予約受付中

9：30～10：00

栄養相談（予約制） 小児から高齢者まで生活習慣病他（無料）20日　9：30～11：00

健康相談（予約制・無料） 成人を対象に医師による相談（無料）13・27日
13：00～15：00

胃がん検診（予約制） 35歳以上（1000円）1・8・15・19・22・26・
29・6/5　9：15～10：30

子宮（頚部）がん検診
乳がん検診

30歳以上。子宮がん（1000円）
乳がん（400円）

随時（医療機関で診療
時間の午前中）

大腸がん検診 40歳以上（800円）、採便容器を渡し、とり方
の説明

受付随時　提出日：6・13・
20・27・6/3

芦屋健康福祉事務所（芦屋保健所）

※市民健診、各種がん検診は70歳以上無料（要認印）

内　　　容 日　　時 対象・経費・その他

親と子の心の健康相談
（予約制）

13日
13：30～14：30

子育ての悩み、ことばの遅れ、しつけ相談
（児童精神科専門医）

療育相談（予約制） 8日
13：30～14：30

子どもの発達について、専門医による相談

検便（赤痢、O-157等）
水質検査

毎週月・火・水曜日
9：00～12：00

有料。特殊項目水質検査などは第1・3月曜日

一般健康相談　事業所検診
（電話予約制）

2・16日
13：00～14：00

有料。入学・就職時等の診断書作成、診察、尿・
血液検査、胸部X線、心電図、エイズ検査、Ｂ
型・Ｃ型肝炎ウィルス検査

こころの相談（予約制） 20日
13：30～14：30

老人の痴呆、うつ、ノイローゼ、不眠、
アルコール等の相談(精神科専門医）

アルコール依存症家族会 9日
10：00～12：00

アルコール問題に悩んでいる家族（要事前連絡）

19日
13：30～15：30

あじさいの会
（痴呆性老人家族会）

介護者のつどい
託老希望のかたは要事前連絡

対象：中等度以上の肥満、高血圧、高脂血症等3
種類以上の危険因子を有するかた、食物アレル
ギーにより除去食を余儀なくされているかた等

6・13日
10：00～12：00

専門栄養相談（予約制）
（栄養表示基準についても含む）

5 /1  s  6 /5

貧血検査 16歳以上（130円）

2・13日
9：30～10：30

歯周病予防教室 21日　13：00～14：30
場所：歯科医師会館

歯の無料相談等

　血液検査前
　4時間絶飲絶食（ ）
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項　目
試験日

天　　　　　　候
気　　　温 （℃）
検　水　名
水　　　温 （℃）
Ｐ　　　Ｈ
Ｓ　　　Ｓ（mg/R）
Ｂ　Ｏ　Ｄ（mg/R）
大腸菌群数（個/p）

備　　　　　　考

「下水」の水質検査結果 下水処理場132-1291

用語の説明【ＰＨ】水素イオン濃度。酸性度を示し７が中性。
７より大きいほどアルカリ性が、小さいほど酸性が強い【Ｓ
Ｓ】不溶性の固形物。水質汚染の原因になる【ＢＯＤ】生物化
学的酸素要求量。数値が高いほど有機物が多い。

平成15年3月19日（水）
活性汚泥
法処理に
よる基準

5.8～8.6
70以下
20以下
3,000以下

前　日　晴　れ
前々日　曇　り

前　日　　雨　
前々日　晴　れ

晴　れ
9.2

晴　れ
13.2

流入水
　16.8
　　7.2
　 120
　 150
47,000

処理水
　17.4　
　　6.8　
　2　
　1　
　0　

流入水
　18.2
　　7.2
　137
　200
98,000

処理水
　18.9　
　　6.3　
　2　
　3　
　0　

平成15年4月2日（水）

■日曜・祝日救急当番医
●内科・小児科　９：００～１７：００
　　　　休日応急診療所 1２１－２７８２
(芦屋市医師会医療センター内、公光町5-13 １階）

●歯科　９：００～１２：００
　　　　芦屋市歯科医師会 1２３－６４７１
５/３　小野歯科浜風診療所 1２３－６４７４
５/４　増田歯科医院 1２２－５３５９
５/５　依藤歯科 1２２－５９４１
５/11　聖愛歯科医院 1３２－０３５６
５/18　吉川歯科医院 1３２－６１７８
５/25　Zh歯科医院 1３１－８０２０
６/１　若林歯科 1２２－４８８２

●夜間在宅輪番
＊金曜日20時～23時は下記のとおり。(　)内は診療科目
５/２　山下医院(内、外) 1２２－５１２４
５/９　福岡外科医院(外) 1３１－５５８８
５/16　荻野医院(内) 1２３－６２２６
５/23　冨永医院(内、小) 1２２－３８２３
５/30　中村医院(内) 1２３－０４６８
６/６　吉田内科クリニック(内) 1３８－７２１０
＊金曜日23時～翌日７時、金曜日以外の20時～翌日７
　時は南芦屋浜病院(1２２－４０４０)

●耳鼻咽喉科・眼科の急病診療
　診療日…日曜・祝日、９時～16時
　場所…尼崎医療センター
　　　　（尼崎市水堂町3-15-20　106-6436-8701）

132-0707　国道2号線業平橋東へ150m
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ご�

な�い�

ん�あ�ご�

な�い�

ん�あ�

お   し   ら   せ

◆海浜公園プール職員の募集
�７月１日から８月31日までの①プール
監視員(時給920円)20人②受付(時給820円)３
人③看護師(時給1,250円)３人　�①②18～
35歳のかた　
海浜公園プール(122-8861)

◆コミュニティ課からのお知らせ
�＆
コミュニティ課(138-2007)
【公正証書相談】
�５月13日(火)13時～16時　�公証人が、
遺言書・金銭貸借・土地建物賃貸借契約
書等の公正証書に関する相談を受けます
【行政相談】
�５月21日(水)13時～16時　�行政相談委
員が国等の行政に関する要望等を受けます
※４月１日付で山村昇氏が、総務大臣か
ら行政相談委員に委嘱されました。

◆女性センターからのお知らせ
�＆
女性センター(138-2023)
【５月の相談日】(要予約)
�＆�①女性の悩み相談・毎週金曜日、
13時～16時②暴力(ＤＶ)に関する相談・
５月７日(水)13時～16時　	相談専用電
話で(138-2022)
【グループ登録・更新の手続きご案内】
�男女共生社会の実現を目的の一つとして
１年以上の活動実績があり、会員数５人以
上のグループ　	５月15日～30日に上記へ

◆市民農園の利用者再募集
�岩園①第１・６区画②第２・２区画　
�月額3,000円(年度分前納)　	電話で
＜先着順＞　
経済課(138-2033)

◆緑化等環境保全事業に助成します
　市内で緑化や植樹などの環境保全事業
を実施される場合、費用の一部を助成し
ます。５月15日(木)までに下記へ。

環境管理課(138-2051)

◆光化学スモッグにご注意を
　光化学スモッグ予報や注意報等の発令
時は、①できるだけ屋外での運動を避け、
屋内に入る②目やのど・鼻に痛みを感じた
ときは、洗眼やうがいを行う③症状がひど
い時には医師の手当てを受けてください。

環境管理課(138-2051)

◆芦屋市高齢者バス運賃助成事業
　満70歳以上のかたに阪急バスの「高齢
者バス乗車券購入助成券(1,000円券３枚
つづり)」を交付します。助成券は、満70
歳になる誕生日月の１日から交付できま
す。本人を証する健康保険証等と印鑑を
持ち、直接ご本人が申請してください。

高年福祉課(138-2044)

◆上宮川文化センター／児童センターの催し
�＆
上宮川文化センター(122-9229 〒
659-0061 上宮川町10-5)
【シネポケット“ひゅーまん”】
�５月７日「きれいなおかあさん」／14日
「点子ちゃんとアントン」／21日「キプー
ル～勝者なき戦場」／28日「息子の部屋」
(いずれも水曜日)13時30分～　�先着30人
【パソコン教室受講者募集】
	はがきに、教室名(１教室１枚)・住所・
氏名・年齢・電話番号を記入。５月７日
(水)＜必着＞で。応募多数の場合は抽選。
結果は、受講者へのみはがきで通知。
①女性パソコン教室　�基礎からワード
やエクセルを暮らしに生かす方法まで　
�５月28日・30日・６月４日・６日(全４
回)10時～12時　�全回出席できる初心者
の女性６人　�2,000円(教材費)
②シニアパソコン教室　�ワードとペイ
ント。パソコンで絵手紙をつくる　�５
月28日(水)・30日(金)13時～15時　�全
回出席できる60歳以上の初心者６人　
�1,000円(教材費)　
③シニアパソコン教室　�エクセル　�
６月４日(水)・６日(金)13時～15時　�
全回出席できる60歳以上の文字入力がで
きるかた、６人　�1,000円(教材費)　
【ひよこひろば】
�５月15日・29日の木曜日13時30分～
14時30分　�２歳児(４月１日現在)と保
護者、先着16組　	５月14日(水)９時30
分から電話受付　

◆国民健康保険料の前納報奨金を廃止
　国民健康保険料を前納された場合に適
用されていた「前納報奨金制度」を、平
成15年度から廃止します。今後も保険料
を一括納付していただけますが、納付に
は便利な口座振替をお奨めします

保険年金課保険担当(138-2035)

◆国民年金「学生納付特例制度」
　学生のかたも20歳になれば国民年金に
加入し、保険料を納付しなければなりま
せん。ただし本人の前年所得が68万円以
下の場合は、卒業後に保険料を納めるこ
とができる「学生納付特例制度」の適用
が受けられます。今年度からの適用を希
望されるかたは、５月30日(金)までに、
年金手帳・学生証・印鑑を持参の上、窓
口で申請してください。

保険年金課年金担当(138-2036)

◆「母子家庭等現況届」のお知らせ
　現在交付している受給者証の有効期限は、
６月30日です。引き続き受給を希望されるか
たは、健康保険証と現況届に必要事項を記
入・押印の上、下記へ提出してください。

保険年金課医療助成担当(138-2037)

◆障害者相談の開催

障害福祉課(138-2043 FAX38-2178)
【５月の障害者相談日】
�毎週金曜日13時30分～　�福祉事務所
相談室　�第２週(９日)は知的障害、そ
の他の週は身体障害　
【身体障害者移動相談】
�５月30日(金)９時30分～　�尼崎市立
身体障害者福祉センター　�身体障害者
手帳所持の肢体不自由者

５月８日(木)・15日(木)はラポルテ本
館が休館日のため、市民サービスコー
ナー(本館３階131-3130)は休業します。
開業日の執務時間は９時～17時15分で
す。９時～10時は、東側階段またはシー
スルーエレベータをご利用ください。

問い合わせ　消費生活センター　138-2034

◆宅地防災相談
�５月15日(木)14時～16時　�市役所北館
４階第８会議室　
開発指導課(138-2071)

◆社会教育関係団体登録申請説明会
�登録を希望される団体・グループの代
表　�５月18日(日)①13時30分～(PTA、
青少年、スポーツ、芸術関係団体)②15
時～(芸能・音楽、教養・学習、女性、
コミスク、その他の団体)　�市民セン
ター 401室　
生涯学習課(138-2091)

◆みんなであそぼう「子どもフェスタ」
�かぶと作り、伝承遊び、工作など　�
５月10日(土)13時～15時　�精道幼稚園
遊戯室・園庭　�就学前の子どもと保護
者　
子育てセンター(131-8006　精道
幼稚園内)

◆公民館からのお知らせ

公民館(135-0700 )
【広報係さん  いらっしゃい講座  初心者編】
�５月26日～７月14日(全６回・月曜日)
９時30分～11時30分　�市民センター217
室　�ワードで広報物作成　�6,000円　
�自宅にインターネット接続のパソコン
があり、文字入力のできるかた、18人　
	公民館ホームページ(http://www.city.
ashiya.hyogo.jp/acc/kominkan.html)
【にほんごがっきゅう受講生募集】
�日本語の日常会話、読み書き　�毎週
木曜日、９時～12時(いつからでも受講
できます)　�市内在住で日常会話や読
み書きが困難なかた　�10回コース・
2,000円(１レッスン・90分)、託児あり
(１回300円)　	電話で上記へ

◆アートフリーマーケットを開催します
�５月３日(土)・４日(日)10時～17時　�
美術博物館前庭　
美術博物館(138-5432)

◆図書館の催し

図書館(131-2301)
【特別整理期間のお知らせ】
　図書館は特別整理等のため、５月26日
から６月９日まで休館します。
【こどもおはなしの会・絵本の会】
�５月10・17・24日(土)14時～15時　�
図書館・おはなしのへや、よみきかせの
へや　�３歳～小学生中心
【打出分室こどもおはなしの会】
�５月10日(土)15時～15時30分　�打出教育
文化センター　�４歳以上(保護者参加可)
【金曜シネサロン】
�＆�５月２日「誰が為に鐘は鳴る」／
９日「うなぎ」／16日「マイ・フェア・
レディ」／23日「麦秋」(いずれも金曜
日)13時30分～　�図書館・集会室

◆第１回危険物取扱者試験
�６月22日(日)10時～16時　�神戸市ほ
か　�甲種・乙種全類・丙種　	５月６
日から９日までに予防課へ　
消防本部
予防課(138-2098)

◆総合公園と岩ヶ平公園に防災倉庫が完成
　総合公園には33種類約190点、岩ヶ平公
園には46種類約170点の防災資機材を収納
しています。災害時にはご活用ください。

消防本部警防課(132-2345)

３/７～４/９までの受入順(敬称略)
保健福祉部総務課取り扱い分
＜社会福祉のために＞
●５万円、匿名
芦屋ハートフル福祉公社取り扱い分
●１万円、匿名
社会福祉協議会取り扱い分
●５千円、Ｋ．Ｎ　●１万円、芝正敏
●３千円、市民Ｋ
芦屋病院取り扱い分
●車椅子１台、匿名　●医療機器21万円
相当(注射台・電動ベッド)、芦屋業平ラ
イオンズクラブ

◆ダイエットトレーニングコース
そうしん

�運動プログラムによる痩身を目的とし
た２カ月間コース　�５月21日～７月９
日(毎週水曜日・全８回)13時15分～14時45
分　�体育館・青少年センター　�先着
６人　�10,000円　	５月２日(金)11時～、
電話受付　
スポーツ振興課(131-8228)

◆ＡＣＡトワイライトコンサート
�５月の夕べに歌う　�５月16日(金)18時
～19時　�ラ・モール芦屋１階広場　
�100人　�喜多あゆみ(ソプラノ)、粟田
あい(ピアノ)　
国際交流協会(134-6340)

◆花と緑の講習会開催のお知らせ
�＆
都市整備公社みどりの課(138-2103)
※受講者全員に花苗をプレゼントします
【花壇の植え替え】
�５月21日(水)13時30分～15時30分　�
先着40人　	５月19日(月)までに上記へ
【ハーブと野菜でつくるハンギングバスケット】
�５月23日(金)13時30分～15時30分　�3,000
円　�先着18人　	５月16日(金)まで
【初夏をいろどるコンテナガーデン】
�５月26日(月)13時30分～15時30分　�3,000
円　�先着18人　	５月19日(月)まで

◆社会福祉協議会からのお知らせ
�＆
社会福祉協議会(132-7530 )
【高齢者こころの相談・健康相談】
�５月14日(水)、15日(木)14時～16時　
【お茶のみ友達相談】
�５月17日(土)９時30分～11時30分　�
男性60歳、女性55歳以上の独身のかた
【第101回高齢者｢会食懇談会｣】
�５月22日(木)12時～　�市内在住70歳
以上のかた40人(先着順)　�500円　	
５月７日(水)から上記へ
【知的障害者スポーツレクリエーション】
�５月19日(月)13時30分～15時＜年10回＞
�市民センター音楽室　�療育手帳所持
者、40人　�500円　	５月６日(火)から

■５月18日(日)午前10時～午後３時
■ＪＲ芦屋駅北側ペデストリアンデッキ
■出店料1,000円■申し込みは、はが
き( １店１枚) に、①名称②住所・氏
名・電話・ファクス③品物名を明記
し、５月８日(木)＜消印有効＞まで
に下記へ(飲食不可、市内在住者に限
る)■区画の抽選会…５月13日(火)午
後２時から、商工会館２階会議室で
※欠席の場合は、失格となります

●日時…５月21日(水)午
後１時3 0 分～４時●会場
…市役所分庁舎２階・大
会議室●講義…①「農薬
の基礎知識」②「食品中
の残留農薬の実態」●講
師…愛知県衛生研究所化
学部環境化学科長・斎藤勲
氏ほか
●申し込み…電話で

　古着や古毛糸で裂き織りの
花瓶敷き制作●日時…５月12
日(月)午後１時30分～３時30分
●会場…市役所分庁舎２階・
大会議室●持ち物…古着(薄手
綿、絹)、毛糸、紙箱(20㎝×25
㎝程度)、鉛筆、ものさし、は
さみ●申し込み…電話で
※材料を準備できないかた
は、申し出てください

　家に眠っている新品同等
の衣料品( 洗濯済みのもの)
や雑貨(新品)の交換会●日
時…①５月28日(水)午前９
時30分～正午(出品者のみ)
②28日(水)午後１時～５時
③29日(木)・30日(金)午前
９時～午後５時＜②③は出
品者以外のかたも可＞●会
場…市役所南館地下１階・
消費生活センター●出品…
22日(木)・23日(金)の午前
９時から午後５時に会場へ

【春の植物ウォッチング】
■５月20日(火)午前８時50分～
午後２時■東お多福山周辺→奥
池／環境カウンセラー・近藤浩
文氏■先着20人■電話申し込み

【清掃ハイキング】
■５月27日(火)午前８時50分～
午後３時■阪急芦屋川→東お多
福山周辺→芦有ゲート／うりぼ
う会■先着20人■電話申し込み
　 問い合わせ

公民館　135-0700

問い合わせ
環境施設課　132-5391
(〒659-0032 浜風町31-1)

◆農薬セミナー◆ リサイクル教室

衣料品無料交換会消費生活センターの催し公民館ハイキングフリーマーケット
出店者募集

体育館・青少年センター競技場開放日
�５月10日(土)・24日(土)10時～17時
(１時間単位)　�市内の青少年、保護者
�卓球・バドミントン　�上靴　
体
育館・青少年センター(131-8228)

寄　　　付
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【おはなし作りの部屋】
�５月７・14・21日(水)10時～12時
�図書館・集会室　�作品の制作、
人形劇の練習(子ども同伴参加歓迎)

ぷりん・岡山(131-6801)

【子どものための部屋】
�５月10・24日(土)10時～12時　�

図書館・集会室　�小学生　�伝統
遊びなど　
いろえんぴつ・中野
(134-2769)

【中高生のためのやすらぎの部屋】
�５月10・24日(土)13時～16時30分
�図書館・集会室　�中学・高校生

ヨッシーくらぶ・守上(123-6854)

【浜風の家の催し】
�①１日工作教室(ビーズのアクセサ
リー)②絵本のよみきかせ会23③人形
劇④コンピュータ講座(ハイキング案
内)⑤ペーパーケーキをつくろう⑥絵
本のよみきかせ会24⑦子ども絵画教
室⑧第37回浜風コンサート(のんと
ろっぽ～ミニベルコンサート)
�①５月10日(土)13時30分～15時②
11日(日)10時30分～③18日(日)14時
～15時④21日(水)13時30分～14時45
分⑤24日(土)13時30分～15時30分⑥
25日(日)10時30分～⑦25日(日)13時
30分～15時⑧31日(土)14時～15時　
�＆
浜風の家(135-5700)

【母と子のいこいの部屋】
�５月13・20日(火)10時～11時30分
�図書館・集会室　�未就学児と保
護者　�母と子が絵本や紙芝居を通
しておはなしに親しむ　
バルー
ン・津田(132-2610)

【折り紙教室】
�５月14日(水)10時～12時　�図書
館・集会室　�折り紙、はさみ、の
り　�＆
段谷(134-2546)

【丹波の朝採り有機野菜市】
�５月14・28日(水)10時30分～　�

＆
ワークホームつつじ・藤川
(122-7044 西宮市郷免町4-1)

【５００個の積木で創造の世界を体験】
�①５月16日(金)②17日(土)、①②
とも10時30分～12時、13時15分～
14時45分、15時15分～16時45分の
３回　�市民センター　�①②とも
１～３歳児の親子、各回先着15組　
�①親子で楽しめる大作にトライ！
(講師：童具館・小林修氏)②たくさ
んの積木で遊ぼう　�①親子で
3,000円②親子で1,000円　	＆
ほ
るぷフォーラム(138-7933)

【市民ハイキング】
�５月18日(日)７時20分～　�阪神
芦屋駅改札前集合→南海電車紀見峠
駅→岩湧山　�1,360円　�弁当等

芦屋登山会・大山(131-1923)

【２級ホームヘルパー養成講座】
�５月24日～９月20日　�あしや喜
楽苑、尼崎商工会議所、喜楽苑(尼
崎市)、けま喜楽苑(尼崎市)　�先
着40人　�80,000円(テキスト代・
税を含む)　	電話で受講申し込み
のかたに申込書を送付します。申込
書に必要事項を記入し、郵送かファ
クスで右記へ　
あしや喜楽苑企画
部ヘルパー養成講座係(134-9287
FAX 34-9292 〒659-0043 潮見町31-1)

【旧寺田甚吉邸来賓室を訪ねて】
�５月24日(土)13時10分～17時　�

阪神芦屋駅東改札前　�水道資料館
くにじま

竹内文庫(大阪・柴島浄水場)→旧寺
田甚吉邸来賓室(堺筋本町トヤマビ
ル)→細野ビル(西長堀)　�500円(資
料代)、交通費別　
芦屋の景観を考
える会・福嶋(131-7986)

【倫理文化講演会】
�５月25日(日)14時～15時30分　�

ルナ・ホール　�「家庭づくり」の
心得　�田上不折氏　
倫理研究
所・田崎(131-8468)

【ゆうゆう倶楽部のご案内】
�市内在住のおおむね60歳以上の高
齢者中心のグループに、教養・文
化・趣味・世代間交流に利用できる
防音設備のある部屋を開放　�年末
年始を除く毎日、９時～17時　�①
潮見ゆうゆう倶楽部(潮見小学校体
育館２階)②朝日ヶ丘ゆうゆう倶楽
部(朝日ヶ丘小学校３階)　�①約20
人②約40人　	＆
①月・水・木・
金曜日の９時30分～16時30分、老人
クラブ連合会事務局(132-7558)②
月曜日の10時～12時、朝日ヶ丘コ
ミュニティ・スクール(132-1123)
　
【イタリア語初級】
�ゆっくり楽しくイタリア語を勉強
�５月10日から毎週土曜日(見学可)
15時30分～17時　�国際交流協会・
上宮川文化センター　�マリア・ア
ングリサーニ氏　�月5,000円　


クラブ芦屋パルリアーモ・イタリ
アーノ・灰田(131-0846)

【レイズバンド演奏会】
�満たされよう！Get Satisfaction. 県
立芦屋高校ＯＢ等のメンバー100人
による吹奏楽　�５月10日(土)14時
開演(13時30分開場)　�西宮市民会
館・アミティホール　�一般500円、
高校生以下300円　
レイズバンド
実行委員会・五嶋(1/FAX 31-1775)

老
人
保
健
施
設
の
見
学

南
宮
町
　
寺
本
　
廣
吉

(

東
南
会
代
表)

　
最
近
、
市
教
委
か
ら
発
行
さ
れ
た
冊
子

「
ふ
れ
あ
い
」
第
十
四
号
を
見
る
機
会
が

あ
り
、
高
齢
者
や
障
害
者
に
対
す
る
子
ど

も
た
ち
の
思
い
や
り
深
い
作
文
を
読
ん
で

た
い
へ
ん
感
動
し
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
折
、
市
の
社
会
福
祉
協
議
会
と

打
出
浜
地
区
の
福
祉
推
進
委
員
会
が
老
人

保
健
施
設
の
見
学
会
を
企
画
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
校
区
の
自
治
会
長
も
参
加

で
き
る
と
の
こ
と
で
私
も
東
南
会
代
表
で

参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
参
加
す
る
に
あ
た
り
、
私
は
「
ふ
れ
あ

い
」
で
読
ん
だ
三
人
の
中
学
生
の
視
点
を

参
考
に
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
一
つ
目
は
、
聴
覚
障
害
を
も
つ
百
歳
の

曾
祖
母
へ
の
敬
意
と
思
い
を
つ
づ
っ
た
精

道
中
の
京
阪
愛
美
さ
ん
の
視
点
で
、
相
手

の
立
場
に
立
っ
て
、
自
分
た
ち
で
手
助
け

で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
た
い
と
い
う

こ
と
。
二
つ
目
は
、
祖
母
た
ち
の
生
き
様

を
見
つ
め
る
な
か
で
、
地
域
や
家
庭
で
自

立
し
て
生
き
て
い
く
た
め
の
補
助
体
制
の

大
切
さ
に
気
づ
い
た
と
い
う
、
潮
見
中
の

水
田
早
苗
さ
ん
の
視
点
。
三
つ
目
は
、
老

人
ホ
ー
ム
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
か
ら
、

た
と
え
人
の
世
話
が
必
要
と
な
っ
て
も
人

は
他
の
人
の
役
に
立
て
る
こ
と
が
喜
び
で

も
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
生
活
の
張
り
と

な
っ
た
り
生
き
が
い
と
も
な
る
こ
と
を
学

ん
だ
と
い
う
、
精
道
中
の
倉
井
奈
緒
子
さ

ん
の
視
点
。

　
施
設
見
学
会
で
は
、
神
戸
市
北
区
有
野
の

「
甲
陽
り
ん
ど
う
苑
」
と
田
尾
寺
駅
近
く
の

「
桃
源
の
郷
」
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

 
「
甲
陽
り
ん
ど
う
苑
」
で
は
、
機
能
回
復

に
力
を
入
れ
て
お
り
、
個
人
個
人
に
応
じ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
準
備
し
、
日
々
、
生
活

リ
ハ
ビ
リ
と
し
て
身
の
回
り
の
こ
と
は
で

き
る
だ
け
自
分
で
や
っ
て
も
ら
っ
て
い
る

と
の
事
で
し
た
。
ま
た
「
桃
源
の
郷
」
は
、

痴
ほ
う
の
出
て
い
る
か
た
が
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
る
施
設
で
し
た
が
、
明
る
く
家
庭
的

な
手
厚
い
看
護
や
介
護
を
受
け
な
が
ら
機

能
回
復
訓
練
や
家
庭
復
帰
の
た
め
の
自
立

補
助
に
努
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
見
学
会
の
い
ろ
ん
な

場
面
で
あ
の
中
学
生
た
ち
の
作
文
を
思
い

浮
か
べ
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
に
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　
施
設
も
含
め
て
、
現
在
の
高
齢
者
福
祉

は
「
在
宅
」
「
在
地
域
」
で
の
視
点
を
大

切
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
後
の
「
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
」
に
は
、
こ
う
し
た
視
点
と

若
い
人
々
の
実
行
力
こ
そ
が
必
要
だ
と
痛

感
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
積
み
重
ね
で
、

近
隣
都
市
に
負
け
な
い
芦
屋
に
な
る
よ
う

期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

奥池町　村田　勝英

花水木通り
　奥池に遅咲きの桜が咲く頃になると、以前
に住んでいた付近の花水木の花のことが気に
かかる。呉川町の国道43号以南・防潮堤線ま
でを地元の人々は「花水木通り」と呼んでい
るが、ここには毎年この季節に花水木の白や
紅の花が咲き、初夏の訪れを感じさせてくれ
ていた。そして時が巡り、今年もあのせせら
ぎのある花水木通りに、見事に花が咲いた頃
だろうかと、思いを馳せる季節となった。

―
考
古
学
か
ら
接
近
す
る
芦
屋
の
渡
来
系
文
物
―

古
代
の
氏
族
と
役
所
か
ら
み
た
芦
屋
　
２

　
芦
屋
は
紀
元
前
の
大
昔
か
ら
大
陸
の
先
進

文
化
と
の
つ
な
が
り
が
深
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
会
下
山
遺
跡(

三
条
町)

で
は
、
弥
生
時
代

に
戦
国
・
前
漢
時
代
の
中
国
か
ら
も
た
ら
さ

さ
ん
よ
く
せ
い
ど
う
ぞ
く

れ
た
三
翼
青
銅
鏃
の
武
器
が
出
土
し
、
古
墳

時
代
の
初
め(

四
世
紀)

に
は
、
寺
田
遺
跡(

三

条
南
町)

の
竪
穴
住
居
が
家
の
中
に
い
ち
早

く
カ
マ
ド
を
造
り
つ
け
ま
す
。

　
ま
た
、
五
世
紀
末
ま
で
に
築
造
さ
れ
た
打

出
小
槌
古
墳

(

打
出
小
槌
町)

は
、
同
時
期
で

は
阪
神
間
最
大

の
前
方
後
円
墳

で
、
グ
レ
ー
ド

の
高
い
形
象
埴

輪
が
み
ら
れ
ま

す
が
、
日
本
で
は
珍
し
い
緑
彩
色
の
埴
輪
が

出
土
し
て
い
ま
す
。
九
州
の
初
期
装
飾
古
墳

で
用
い
ら
れ
た
顔
料
と
同
一
で
、
近
畿
の
古

墳
と
し
て
は
最
初
に
九
州
系
の
彩
色
技
術
を

受
容
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
古
墳
は
、
前
方
部
を
大
阪
湾
に
向
け
、

浜
辺
近
く
に
築
造
さ
れ
て
い
る
関
係
か
ら
海

と
の
強
い
結
び
つ
き
を
感
じ
さ
せ
ま
す
が
、

お
お
し
か
わ
ち
の
あ
た
い
か
た
ふ

被
葬
者
と
推
定
さ
れ
て
い
る
凡
河
内
直
香
賜

は
、
河
内
か
ら
西
摂
地
方
に
進
出
し
て
き
た

大
豪
族
で
、
『
日
本
書
紀
』
雄
略
紀
九
年
二

む
な
か
た
か
み

月
条
に
海
路
の
守
護
神
「
胸
方
神
」
の
祭
祀

の
た
め
派
遣
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
特

別
な
人
物
で
す
。
考
古
学
と
文
献
史
学
の
両

面
か
ら
西
の
九
州
地
方
と
の
強
固
な
関
係
が

う
か
が
わ
れ
、
興
味
深
い
で
す
。

　
六
世
紀
に
入
る
と
、
山
麓
に
群
集
す
る
横

穴
式
石
室
か
ら
朝
鮮
半
島
系
の
文
化
伝
来
を

示
す
副
葬
品
が
出
土
し
、
注
目
を
さ
れ
て
い

か
さ
が
づ
か

し
ら
ぎ
い
ん

ま
す
。
笠
ケ
塚
（
山
手
町
）
出
土
の
新
羅
印

か
も
ん
と
う
し
つ

花
文
陶
質
土
器
は
全
国
屈
指
の
搬
入
品
で
、

コ
ン
パ

ス
で
花

柄
の
文

様
が
描

か
れ
た

エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
土
器
と
し
て
東
京
な
ど
各

地
の
博
物
館
か
ら
引
っ
張
り
だ
こ
で
す
。

ふ
も
と

　
城
山
の
麓
に
分
布
す
る
城
山
・
三
条
古
墳

群
か
ら
は
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
カ
マ
ド
形
土
器

が
集
中
的
に
出
土
し
、
渡
来
系
氏
族
が
造
営

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
く
に

三
条
寺
ノ

内
古
墳
に

納
め
ら
れ

て

い

た

か
ま
ど

竈
・
釜
・

こ
し
き

甑
の
三
点

セ
ッ
ト
の
土
器
は
優
品
で
、
現
在
、
京
都
大

学
考
古
学
研
究
室
で
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
最
近
、
発
掘
さ
れ
た
芦
屋
廃
寺
跡
か
ら
は
、

七
世
紀
後
半
に
さ
か
の
ぼ
る
高
句
麗
様
式
の

軒
丸
瓦
も
出
土
し
、
そ
の
系
譜
を
解
明
す
る

た
め
の
研
究
も
出
発
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
文
化
財
課
　
1
#1
９
０
６
６

印花文陶質土器
(笠ケ塚出土)

カマド形土器
(城山・三条古墳群出土)

緑赤彩の形象埴輪(打出小槌古墳出土)


